
音楽科学習指導案

日時

対象

指導者

平成24年５月２５日（金）第１校時

２年１組(男子20名女子20名計40名）

教諭徳永賢子

１題材「歌声の違いを感じ取り，世界の音楽の多様性を理解しよう」

6１

２指導目標

（１）郷土の民謡及び世界の諸民族の音楽に興味・関心を持たせる。

（２）曲種に応じた発声の違いや言葉の特性を理解して，それらを生かした歌唱表現を工夫させる。

（３）民謡の特徴や音楽を形づくっている要素を生かした歌唱表現をさせる。

（４）郷土の民謡及び世界の諸民族の音楽の特徴から，音楽の多様性を理解して聴き取らせる。

３題材の評価規準

（１）様々な音楽の特徴に関心を持ち，表現や鑑賞の学習に主体的に取り組もうとしている。

（２）その音楽にふさわしい発声や言葉の特性を大切にした歌唱表現を工夫している。

（３）拍子や速度，強弱が生み出す雰囲気，旋律と言葉の関係を理解し，それらを生かした歌唱表現

ができる。

（４）音楽の特徴を背景となる風土や文化・歴史と関連付けてとらえ，その音楽の多様性を理解して

鑑賞している。

４教材

「サンタルチア」ナポリ民謡小松清日本語詩川崎祥悦編曲

「行きゆんにや加那」日本民謡鹿児島県

世界の諸民族の音楽「ウズンハワ」トルコ

「グリオの歌」セネガルなど

「京劇」中国

「ヒメネ」ポリネシア

「ヨハン大公のヨーデル」スイス

５題材について

（１）題材設定の理由

本題材は中学校学習指導要領，第２学年及び第３学年の表現の内容「(1)イ曲種に応じた発声や

言葉の特性を理解して，それらを生かして歌うこと」と，鑑賞の内容「(1)ウ我が国や郷土の伝統

音楽及び諸外国の様々な音楽の特徴から音楽の多様性を理解して，鑑賞すること」を柱とし，そ

の音楽にふさわしい発声や言葉の特性を大切にした歌唱の表現をしたり，単に多くの音楽がある

－音１－



6２

ことを知識として得るだけでなく，人々の暮らしとともに音楽文化があり，様々な特徴を持つ音

楽が存在していることを理解したりすることを目指して設定した。

本題材で郷土と世界の音楽を比較しながら学習することにより，自らの音楽に対する価値意識

を広げ，人類の音楽文化の豊かさに気付き，尊重することにつながっていくと考える。

(2)教材について

「サンタルチア」はナポリ民謡の一つである。原語歌詞と作曲はテオドーロ・コットラウ（1827

～1879）であろうといわれている。ナポリ湾に面した絵のように美しい港を讃え，船頭が自分の

船に乗って夕涼みするよう誘いかける歌詞である｡３拍子のリズムの雰囲気や速度の変化などから，

この曲がもつ明るさ，波が寄せては返すような雄大な曲想などを感じ取り，おおらかで豊かな表

現を通してカンツォーネの魅力を味わえる教材である。イタリア語で歌うことを体験し，言葉の

発音と音楽との密接な関係に気づかせることができる。また，鑑賞を通してのびやかな美しい歌

声に触れ，曲種に応じた発声について学習することができる。

「行きゆんにや加那」は北部奄美の代表的な島唄の一つである。作詞，作曲共に不詳。素朴で

簡易なメロディーであるため，三線の稽古で最初に習うことが多く，また，奄美出身の唄者によ

って，よく歌われる曲である。男女の別れを歌ったという説と生者と死者の別れを歌ったという

説がある。伝承音楽である「島唄」の表現方法を学び，生活の中に息づいている音楽に触れるこ

とができる教材である。

世界の諸民族の音楽は，諸地域から声の魅力が伝わってくる音楽を選んだ。

ウズンハワはトルコの歌の様式の一つである。「長い歌，長い旋律」という意味を持ち，拍節の

ない自由なリズムをソロで歌う。音域は広く，音を長く引き延ばしたり，旋律をユリやコブシで

飾ったりする。

グリオとは，西アフリカに住む語り部兼音楽家の人々を指す。伝統的に世襲制であり，家族の

年代記，儀礼歌，物語，教訓などを継承し，弾き語りをしたり，楽器のみで内容にふさわしいメ

ロディーとリズムを演奏することによって伝えたりする役割をもっている。

京劇は中国の伝統的な音楽劇のことを指す。俳優には歌，セリフ，仕草，立ち回りの４つの技

能が要求されるが，中でも，歌は重視されており，裏声と地声を登場人物の役柄によって分ける

独特の発声法が特徴である。

ヒメネとはウポリネシ諸島タヒチ島を中心に伝わる混声合唱形式の歌唱を指し，８～１０の声部

に分かれて無伴奏で歌われる。多彩な声の響きを聴くことができる。

ヨーデルはスイスのアルプス地方やオーストリアのチロル地方で歌われる民謡の一形態である。

地声と裏声を急速に交替させる独特の発声法が特徴である。

これらの曲を，声の音色や節回しなどの音楽的な特徴に注目しながら鑑賞させたい。また，映

像資料を活用してその国の景観や人々の暮らしなども紹介し，この学習を契機にして諸民族の音

楽に親しんでいくようにさせたい。

－音２－
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(3)生徒の実態

本学級の生徒は，明るく素直に授業に取り組んでいる。１年時の印象に残っている音楽活動を

聞いたところ，歌曲「魔王」の鑑賞活動と多くの生徒が答えた。また，６割を越える生徒が鑑賞

活動の方が表現活動より好きと答えている。１年後期に零曲「六段」の鑑賞を行った際も，ピア

ノと筆の比較鑑賞を通して，筆の音色の特徴をとらえ，意欲的に鑑賞し，学習したことを表現活

動に生かそうとする態度が見られた。鑑賞活動と表現活動を関連付けることで，より音楽活動へ

の意欲が高まると考える。

日本の民謡,郷士の民謡や世界の諸民族の音楽についての生徒の関心は低く，「あまり興味がな

い」「まったく興味がない」と８割の生徒が答えている。理由として「聴く機会がなく，親しみ

を持てない」「テンポが遅く，おもしろくない」と，挙げている生徒が多い。また，日本・郷土の

民謡についても知っている曲が少なく，世界の諸民族の音楽にいたっては，イメージもわかない

状況であった。日常生活の中で，日本ｂ郷土の民謡や世界の諸民族の音楽に触れる機会が少ない

ことが原因であると考えられる。そこで，卒業式の１．２年合同合唱を通して，合唱の魅力に気

づき，歌うことへの関心が高まりつつある今，歌声の違いを聴き取らせる活動から，世界の音楽

に興味を持たせ，多様な音楽文化を体感させたい。

(4)指導にあたって

生徒の実態を踏まえ，本題材を扱うにあたり次のようなことに留意して学習を進めていきたい。

ア表現活動と鑑賞活動を関連させた音楽活動を体験することを通して，新たな音楽に意欲的に

取り組む姿勢を育てたい。

イ比較鑑賞を通して，歌声や音楽の文化の違いを感じ取らせ，その音楽にふさわしい歌唱表現

を工夫できるようにさせたい。

ウ民謡の特徴をとらえさせ，その曲にふさわしい発声や言葉の特性を生かした歌唱表現をさせ

たい。

エ郷土の民謡及び世界の諸民族の音楽の特徴から，音楽の多様性を理解して鑑賞する能力を高

めさせたい。

－音３－



６指導計画（全３時間）

一音４－

７本時の実際（２／３）

（１）目標

ア民謡への興味・関心を高めさせる。

イ歌詞や旋律，音色から楽曲のもつ独特の曲想を感じ取り，曲にふさわしい歌唱表現を工夫さ

せる。

ウ曲にふさわしい発声や言葉の特性を生かした歌唱表現をさせる。

エ民謡のよさや美しさを味わわせ，音楽の多様性を聴き取らせる。

（２）評価規準

ア曲にふさわしい声や言葉の特性に関心をもち，表現や鑑賞の活動に主体的に取り組もうとし

ている。

6４

時 主な学習活動 教材
単位時間に主

音楽への関心。

意欲・態度
音楽表現の創意
工夫

;ける評 面規準

音楽表現の技能 鑑賞の能力

１

１範唱ＣＤを

聴く。

２カンツォー

ネについて知

る。

３イタリア語

で歌う。

サ
ン
タ
ル
チ
ア

･カンツォーネ

に関心を持ち，

表現する学習に

主体的に取り組

も
る
◎

－

つ としてい

･カンツォーネ

の音色，リズム，
構成を知覚し，

それらの働きが
生み出す特質や
雰囲気を感受し

ながら，歌詞の

内容や曲想を味

わって曲にふさ

わしい音楽表現
を工夫してい

る◎

･曲にふさわし

い音楽表現をす

るために拍子や

速度，強弱を生
かした表現がで
きる ◎

･カンツオーネの

音色，リズム，構
成を知覚し,それ
らの働きが生み

出す特質や雰囲
気を聴き取り，カ
ンツォーネのよ

さや美しさを味
わって聴いてい

る。

２
（
本
時
）

１「サンタルチ

ア」を歌う。

２郷土の民謡

｢行きゆんに

や加那」を聴

き，発声や言葉

の特徴などを

「サンタルチ

ア」と比較しな

がら聴き取る。

３「行きゆんに

や加那」を歌
－

つ 。

行
き
ゆ
ん
に
や
加
那

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

サ
ン
タ
ル
チ
ア

Ｉ
・曲にふさわし

い声や言葉の特

性に関心をも

ち，表現や鑑賞
の活動に主体的

に取り組もうと

している。

･民謡の音色，

リズム，構成を
知覚し，それら

の働きが生み出

す特質や雰囲気

を感受しなが

ら，歌詞の内容

や曲想を味わっ

て曲にふさわし

い音楽表現を工

夫している。

･曲にふさわし

い音楽表現をす

るために，音楽

を形づくってい

る要素を生かし

た歌唱表現がで

きる ◎

･民謡の音色，リ
ズム,構成を知覚
し,それらの働き

が生み出す特質
や雰囲気を聴き

取り，民謡のよさ

や美しさを味わ

って聴いている。

３

１諸民族の歌

の一部を聴き，

どこの国ある

いはどこの地

域の音楽か確

認する。

２諸民族の歌

を聴き，声の特
徴，言葉の特徴
などを比較し

ながら聴き取

る。

３資料を読み，
それぞれの音

楽について理

解を深める。

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

･世界の諸民族

の様々な音楽の

特徴と音楽の多

様性に関心をも

ち，鑑賞する学

習に主体的に取

り組もうとして

いる ◎

･音楽を形づくっ

ている要素を知

覚しﾙそれらの働
きが生み出す特

質や雰囲気を聴

き取り，世界の諸

民族の音楽から

音楽の多様性を

理解して鑑賞し
ている。



Ｉ

イ民謡の音色，リズム,構成を知覚し,それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，

歌詞の内容や曲想を味わって曲にふさわしい音楽表現を工夫している。

ウ曲にふさわしい音楽表現をするために，音楽を形づくっている要素を生かした歌唱表現がで

きる。

エ民謡の音色，リズム,構成などを知覚し,それらの働きが生み出す特質や雰囲気を聴き取り，

民謡のよさや美しさを味わって聴いている。

(3)展開

一音５－

6５

時
間

主な学習活動 形態 指導上の留意点（◆は評価の観点）

５
分

１ウォーミングアップをし，「サンタノレ

チア」を歌う。

一斉 ○明るい雰囲気を作りながら伸び伸びと

歌唱させる。

３
分

２本時の目標について知る。

曲の特徴やよさを感じ取って，表

現を工夫しよう。

一斉 ○本時の目標と授業の流れを理解させ

る。

・前時の学習を振り返りながら，特徴

の観点を提示する。

・本時は曲の特徴をつかみながら，表

現を工夫していくことを理解させる。

肥
分

３「行きゆんにや加那」の演奏を聴き，曲

の特徴を整理する。

４歌詞について知る。

５「行きゆんにゃ加那」を聴きながら，歌

詞のワークシートに特徴を記入する。

斉
人
斉
人

一
・
個
一
個

○曲名を伏せて，音のみで聴かせる。

◆評価ア

○歌詞の内容を理解させ，島唄の雰囲気

をじっくりと味わわせる。

○歌詞の周りに図などを使って特徴をわ

かりやすく記入させる。

◆評価エ

Ⅳ
分

６範唱に合わせて音取りをする。

７島唄の特徴的な部分を練習する。

８７で練習した部分を班ごとに練習する。

９班ごとの練習で努力した点，工夫した点

を発表する。

一斉

ﾙー ﾌ゚

一斉

○範唱を聴いてそれをまねる活動を通し

て 島唄独特の発声を感得させる。

○島唄の特徴を生かしながら練習させ

る◎

◆評価ア・イ・ウ

○とらえた島唄の特徴をワークシートに

記入させる。

◆評価イ

７
分

１０「行きゆんにゃ加那」を歌う。

１１本時のまとめをし,次時の活動の確認を

する◎

一斉

個人

○曲にふさわしい歌唱表現を伸び伸びと

させる。

○ワークシートに本時の活動のまとめと

して，感想を書かせる。


